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○○大学大学院○○研究科○○専攻に対する認証評価結果（様式）

Ⅰ　認証評価結果

評価の結果、貴大学大学院○○研究科○○専攻（法科大学院）は、本協会の法科大学院基準に適合していると認定する。

認定の期間は20〇〇（平成〇〇）年３月31日までとする。

Ⅱ　総　評

　１　特色

貴大学大学院○○研究科○○専攻（以下、貴法科大学院）は、○○○○○○○○○○○○○○という理念・目的や△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△という教育目標を設定し、以下のような特色ある取り組みを行っている。
すなわち、理念・目的及び教育目標に基づき、貴法科大学院の規模や地域性を活かして、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○や△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□のような特色ある教育を行っている。
　２　法科大学院基準の各項目における提言

【長　所】

１）○○○○○○○○は、○○○○○○○○という点から評価できる。

２）△△△△△△△△△△△は、評価できる。

【問題点（助言）】

１）○○○○○○○○は、□□□□□□□□□□□□□□という点から問題であり、改善が望まれる。

【勧　告】

１）○○○○○○○○は、□□□□□□□□□□□□□□という点から早急に改善されたい。

Ⅲ　法科大学院基準の各項目における概評及び提言

１　理念・目的及び教育目標

（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

１－１　理念・目的及び教育目標の設定並びに学則等への明記
貴法科大学院の理念は○○○○○○○○○○○○○○○○である。また、目的として、○○○○○○○○○○○○○○○○を挙げている。この理念・目的をふまえて、○○○○○○○○○○○○○○○○及び○○○○○○○○○○○○○○○○という教育目標を設定している。なお、これらの理念・目的及び教育目標については、学則第○条及び第○条に規定されている。
１－２　理念・目的及び教育目標の法科大学院制度への適合性
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
１－３　理念・目的及び教育目標の学内周知
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２　教育課程・方法・成果
（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

２－１　学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の明文化並びに学生への周知
法令が定める法律基本科目、法律実務基礎科目、基礎法学・隣接科目、展開・先端科目のすべてにわたり、法科大学院制度の目的に即して構成され、授業科目がバランスよく開設されている。

２－２　教育課程の編成・実施方針に基づく適切な教育課程の編成
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－３　法令が定める科目の開設状況及びその内容の適切性
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－４　学生の履修が過度に偏らないための科目配置への配慮
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－５　授業科目の適切な分類及び系統的・段階的な配置
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－６　授業内容の過度な司法試験受験対策への偏重
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－７　法理論教育及び法実務教育の架橋を図るための工夫

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－８　法曹倫理に関する科目、民事訴訟実務及び刑事訴訟実務に関する科目の必修科目としての開設
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－９　法情報調査及び法文書作成を扱う科目又はこれら内容を含む科目の開設

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－10　法曹としての実務的な技能及び責任感を修得・涵養するための実習科目の開設
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－11　臨床実務教育の内容の適切性及びその指導における明確な責任体制

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－12　リーガル・クリニックやエクスターンシップの実施に関する守秘義務への対応及び学生に対する適切な指導
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－13　各授業科目の単位数の適切な設定

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－14　１年間の授業期間の適切な設定

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－15　授業科目の実施期間の単位

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－16　課程修了の要件の適切性及び履修上の負担への配慮
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－17　履修科目登録の適切な上限設定
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－18　他の大学院又は入学前において修得した単位等の認定方法の適切性
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－19　在学期間の短縮の適切性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－20　法学既修者の課程修了の要件
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－21　履修指導の体制の整備及びその効果的な実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－22　教員による学習相談体制の整備及び効果的な学習支援

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－23　アカデミック・アドバイザーやティーチング・アシスタント等による相談体制の整備及び学習支援の適切な実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－24　正課外の学習支援の過度な司法試験受験対策への偏重

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－25　授業計画等の明示

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－26　シラバスに従った適切な授業の実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－27　法曹養成のための実践的な教育方法の適切な実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－28　授業方法の過度な司法試験受験対策への偏重
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－29　少人数教育の実施状況

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－30　各法律基本科目における学生数の適切な設定

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－31　個別的指導が必要な授業科目における学生数の適切な設定

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－32　成績評価、単位認定及び課程修了認定の基準並びに方法の明示

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－33　成績評価、単位認定及び課程修了認定の客観的かつ厳格な実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－34　再試験の基準及び方法の明示とその客観的かつ厳格な実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－35　追試験等の措置及びその客観的な基準に基づく追試験などの実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－36　進級を制限する措置

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－37　進級制限の代替措置の適切性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－38　ＦＤ体制の整備及びその実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－39　学生による授業評価
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－40　ＦＤ活動の有効性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－41　教育成果を測定する仕組みの整備及びその有効性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
２－42　司法試験の合格状況等の適切な把握・分析に基づく教育成果の検証
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３　教員・教員組織

（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

３－１　専任教員数に関する法令上の基準

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－２　法令上必要とされる専任教員数における教授の数（専任教員数の半数以上）

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－３　教員の専門分野に関する高度な指導能力の具備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－４　法令上必要とされる専任教員数における実務家教員の数（５年以上の法曹としての実務経験を有し、かつ高度の実務能力を有する教員を中心におおむね２割以上の割合）

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－５　法律基本科目の各科目への専任教員の適切な配置

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－６　法律基本科目、基礎法学・隣接科目及び展開・先端科目への専任教員の適切な配置

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－７　主要な法律実務基礎科目の実務家教員の配置

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－８　専任教員の年齢構成

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－９　専任教員の男女構成比率の配慮

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－10　専任教員の後継者の養成又は補充等に対する適切な配慮

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－11　教員の募集・任免・昇格の基準、手続に関する規程の整備及びその適切な運用
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
３－12　専任教員の教育・研究活動、組織内運営等への貢献及び社会貢献を適切に評価する仕組みの整備
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４　学生の受け入れ

（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

４－１　学生の受け入れ方針の設定及びその公表
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－２　選抜方法及び選抜手続の適切な設定並びにその公表

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－３　学生の適確かつ客観的な受け入れ

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－４　志願者が入学者選抜を受ける公正な機会の確保

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－５　適性試験の結果に基づいた入学者の適性の適確かつ客観的な評価

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－６　法学既修者の認定基準・方法及びその公表

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－７　各々の選抜方法の適切な位置づけ及びそれらの関係

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－８　公平な入学者選抜

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－９　入学者選抜における競争性の確保

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－10　多様な知識・経験を有する者を入学させるための配慮

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－11　法学以外の課程履修者又は実務等経験者の割合並びにそれらの割合が２割に満たない場合の入学者選抜の実施状況の公表

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－12　障がいのある者への適正な配慮

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－13　入学定員に対する入学者数及び学生収容定員に対する在籍学生数の管理

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－14　学生収容定員に対する在籍学生数の超過や不足への対応

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
４－15　責任ある実施体制の下での適切かつ公正な入学者選抜の実施
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５　学生支援

（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

５－１　心身の健康を保持・増進するための相談・支援体制の整備及び効果的な支援の実施

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５－２　各種ハラスメントに関する規程と相談体制の整備及び学生への周知

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５－３　奨学金などの経済的支援に関する相談・支援体制の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５－４　障がいのある者を受け入れるための支援体制の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５－５　休学者・退学者の状況把握及び適切な指導等

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
５－６　進路に関する相談・支援体制及び把握体制の整備
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６　教育研究等環境
（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

６－１　講義室、演習室その他の施設・設備の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－２　学生が自主的に学習できるスペースの整備及びその利用時間の確保

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－３　障がいのある者のための施設・設備の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－４　情報インフラストラクチャーの整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－５　教育研究に資する人的支援体制の適切な整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－６　図書館における図書・電子媒体を含む各種資料の計画的・体系的な整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－７　図書館の開館時間

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－８　国内外の法科大学院等との学術情報・資料の相互利用のための条件整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－９　専任教員の授業担当時間の適切性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－10　各専任教員に対する個別研究室の用意

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－11　教員の研究活動に必要な機会の保障

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
６－12　専任教員への個人研究費の適切な配分
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７　管理運営
（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

７－１　管理運営のための固有の組織体制の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－２　管理運営に関する規程等の整備及びその運用
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－３　法科大学院固有の管理運営を行う専任教員組織の長の任免等の適切性

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－４　法科大学院と関係する学部・研究科等との連携・役割分担

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－５　教育研究活動の環境整備のための財政基盤と資金の確保

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－６　事務組織の整備及び職員配置
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－７　事務組織と教学組織との有機的な連携
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－８　事務組織の企画・立案機能
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
７－９　職員に求められる能力の継続的な啓発・向上のための取り組み
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８　点検・評価、情報公開
（１）法科大学院基準の各評価の視点に関する概評

８－１　自己点検・評価のための組織体制の整備及び自己点検・評価の実施
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－２　自己点検・評価や認証評価の結果を改善・向上に結び付けるための仕組みの整備
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－３　認証評価機関等からの指摘事項への対応

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－４　組織運営と諸活動の状況に関する情報公開

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－５　学内外からの要請による情報公開のための規程と体制の整備

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－６　自己点検・評価の結果の公表

○○○○○○○○○○○○○○○○である。
８－７　認証評価結果の公表
○○○○○○○○○○○○○○○○である。
